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日時：平成　28年　7月　20日（水）　一部10：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　      二部14:00～16：00







※一部、二部で内容は同じです。
会場：生体防御医学研究所　本館1階　会議室
デジタルPCRは対象遺伝子の絶対量を測定できるシステムです。極めて高い精度、感度を合わせ持っており、分子生物学的基礎研究だけでなく、品質管理、環境分析、遺伝子診断等様々な分野で活用されています。発売以来論文数は400報を超え、医学分野では高感度核酸定量法のスタンダードになりつつあります。がん・遺伝子疾患・感染症等の研究において、マーカー遺伝子のCNV解析や変異体を検出するRare Sequence検出は重要な研究のテーマの切り口となっていますが、これらの解析にも非常に有効です。
本日は、QX200 Droplet Digital PCRシステムの特徴と具体的な活用方法をご紹介いたします。原理からご紹介いたしますのでご興味お持ちの方は奮ってご参加ください。
バイオ・ラッド ラボラトリーズ株式会社

QX100システム
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ドロップレット（エマルジョン）の作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データグラフ、全てのデータはCopies/μｌで表示されます。



デジタルPCR基礎セミナー


～Bio-Rad QX200 Droplet Digital PCRシステムの特徴と活用例のご紹介～
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